




























































































































































































令和 4 年 9 月 30 日 

北海道電力株式会社 

－1－ 

泊発電所３号炉 審査取りまとめ資料 

比較対象プラントの選定について 

本資料は、泊発電所３号炉（以降、「泊３号炉」という。）のプラント側審査において地震・

津波側審査の進捗を待つ期間があったことを踏まえた、審査取りまとめ資料（以降、「まとめ

資料」という。）の比較対象プラントの選定について整理を行うものである。 

⚫ 整理を行う経緯は、以下の通り

➢ 泊３号炉のプラント側審査が地震・津波側審査の進捗待ちとなった期間において、他

社プラントの新規制基準適合性審査が実施され、まとめ資料の充実が図られた。

➢ 泊３号炉が、まとめ資料一式を提出した 2017年 3月時点での新規制基準適合性審査

は PWRプラントが中心であったが、現在は BWRプラントが中心となっており、そ

れぞれの炉型の審査結果が積み上がった状況にある。

➢ 泊３号炉は PWR であり、PWR 特有の設備等を有することから、まとめ資料に先行

の審査内容を反映する際には、単純に直近の許可済み BWRプラントを反映するので

はなく、適切な比較対象プラントを選定した上で反映する必要がある。

⚫ 比較対象プラントを選定する考え方は、以下の通り。

【基準適合に係る設計を反映するために比較するプラント（基本となる比較対象プラント）

選定の考え方】 

各条文・審査項目の要求を満たすための設備構成・仕様、環境、運用を踏まえ、許可済

みプラントの中から、新しい実績のプラントを選定する。具体的には以下の通り。 

✓ 炉型に拠らず共通的な内容については、泊３号炉の地震・津波側審査が進捗した時

点（2021年 7月）で直近に許可済みであった女川２号炉を比較対象として先行審査

知見の取り込みを行う。なお、同時期に審査が行われ、女川２号炉に次いで許可を

受けた島根２号炉については、女川２号炉と島根２号炉の差異を確認し、島根２号

炉との差異の中で泊３号炉の基準適合を示すために必要なものは反映する。

✓ 炉型固有の設備等を有する場合については、PWR プラントの新規制基準適合性審

査の最終実績である大飯３/４号炉を選定する。

✓ 個別の設計事項に相似性がある場合（例えば３ループ特有の設計等）、大飯３/４号

炉以外の適切なプラントを選定する。

【先行審査知見※１を反映するために比較するプラント選定の考え方】 

炉型に拠らないことから、まとめ資料を作成している時点で最新の許可済プラントと

する。具体的には以下の通り。 

✓ 泊３号炉の地震・津波側審査が進捗した時点（2021年 7月）で直近に許可済みであ

った女川２号炉を比較対象として先行審査知見の取り込みを行う。なお、同時期に



－2－ 

審査が行われ、女川２号炉に次いで許可を受けた島根２号炉については、女川２号

炉と島根２号炉の差異を確認し、島根２号炉との差異の中で泊３号炉の基準適合を

示すために必要なものは反映する。 

※１ 主な事項は、以下の通り

✓ これまでの審査の中で適正化された記載

✓ 基準適合性を示すための説明の範囲、深さ

✓ 設置（変更）許可申請書に記載する範囲、深さ

⚫ 上述に基づく検討結果として、「基準適合に係る設計」と「先行審査知見」を反映するた

めに選定した比較対象プラント一覧とその選定理由を別紙１に、条文・審査項目毎の詳

細を別紙２に示す。

➢ 別紙１：比較対象プラント一覧

➢ 別紙２：比較対象プラント選定の詳細

以上 



別紙1

比較対象 選定理由

大飯３／４号炉 系統構成の類似等 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

大飯３／４号炉
４４条以降のSA設備の多くがPWRプラント設計を

踏まえたものであるため
女川２号炉 女川ー泊ー大飯

大飯３／４号炉 重大事故等への対応に用いる具体的な手順の類似 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

大飯３／４号炉 系統構成の類似等 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 BWRの方が記載内容が充実しているため 大飯３／４号炉 女川ー泊ー大飯

島根２号炉 最新審査実績のため 島根２号炉 島根

技術的能力（添付書類五） －

品証（添付書類十一） －

プ

ラ

ン

ト

S

A

共

通
火災（第41条） 概ね説明済み

設

備

・

技

術

的

能

力

1.0 43条 共通（1.0.2（保管アクセス）以外） 概ね説明済み

1.19 62条 通信連絡 概ね説明済み

1.17 60条 監視測定 概ね説明済み

プ

ラ

ン

ト

S

A

通信連絡設備（第35条） 概ね説明済み

監視設備（第31条） 概ね説明済み

内部火災（第8条） 概ね説明済み

プ

ラ

ン

ト

D

B

基準適合に係る設計を反映するための比較
先行審査知見を反映

するための比較対象
比較表の様式主な審査項目 ステータス

●大飯３／４号炉 ●女川２号炉 ●それ以外の場合

凡例

上段：設備まとめ資料

下段：技術的能力まとめ資料

比較対象プラント一覧



比
較
対
象
プ
ラ
ン
ト
選
定
の
詳
細
（

DB
条
文
）
 

別
紙

2 

【
３
５
条
：
通
信
連
絡
設
備
】
 

項
目
 

内
容
 

基
準
適
合
に
係
る
設
計
を
 

反
映
す
る
た
め
に
 

比
較
す
る
プ
ラ
ン
ト
 

プ
ラ
ン
ト
名
 

女
川
２
号
炉
 

具
体
的
理
由
 

当
該
条
文
は
、
原
子
炉
施
設
に
共
通
の
要
求
と
し
て
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
の
設
備
に
関
す
る
条
文
で
あ

り
、
炉
型
特
有
の
差
異
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
先
行
審
査
知
見
の
反
映
も
考
慮
し
、
女
川
を
比
較
対
象
と
し

た
う
え
で
泊
の
記
載
を
見
直
し
す
る
。
 

先
行
審
査
知
見
を
 

反
映
す
る
た
め
に
 

比
較
す
る
プ
ラ
ン
ト
 

プ
ラ
ン
ト
名
 

女
川
２
号
炉
 

反
映
す
べ
き
知
見
を
 

得
る
た
め
の
主
な
方
法
 

①
比
較
表
に
よ
る
比
較
：
比
較
表
に
掲
載
し
、
先
行
審
査
知
見
（
基
準
適
合
上
で
考
慮
す
べ
き
事
項
、
記

載
内
容
の
充
実
を
図
る
べ
き
点
）
の
比
較
・
整
理
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
必
要
と
判
断
し
た
内
容
を
反

映
し
た
。

②
資
料
構
成
の
比
較

※
：
当
該
条
文
の
ま
と
め
資
料
の
構
成
に
つ
い
て
比
較
・
整
理
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

必
要
と
判
断
し
た
資
料
を
追
加
す
る
。

（
当
該
方
法
の
選
定
理
由
）
 

①
当
該
条
文
は
、
原
子
炉
施
設
に
共
通
の
要
求
に
係
る
条
文
で
あ
り
、
文
章
構
成
も
類
似
の
部
分
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
比
較
表
形
式
で
の
比
較
に
よ
り
先
行
審
査
知
見
の
確
認
が
可
能
な
た
め
。

②
資
料
構
成
の
比
較
・
整
理
に
よ
り
基
準
適
合
の
説
明
の
た
め
に
必
要
な
資
料
の
充
足
性
を
確
認
す
る
こ

と
が
可
能
な
た
め
。

※
女
川
２
号
炉
と
の
資
料
構
成
の
比
較
に
加
え
、

PW
R
の
先
行
審
査
実
績
の
取
り
込
み
の
総
括
と
し
て
、
大
飯
３
／
４
号
炉
の
ま
と
め
資
料
の
作
成
状
況
（
資
料
構
成
と
内
容
）

を
条
文
・
審
査
項
目
毎
に
確
認
し
、
基
準
適
合
性
の
網
羅
的
な
説
明
に
必
要
な
資
料
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。



女川PSに対する泊PSのまとめ資料及び比較表の作成状況整理表

第35条 通信連絡設備

    【凡例】  〇：記載あり

        ×：記載なし

      (〇)：本条文の資料の他箇所に記載

      △：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表

本文 本文 〇 〇

3．別添 ３．技術的能力説明資料

別添 女川原子力発電所２号炉運用，手順説明資料 通信連絡設備 （別添資料）通信連絡設備 ○ ○

4．参考 （参考資料）

参考1. 通信連絡設備の一覧 ○ ○

参考12. 可搬型重大事故等対処設備としている通信連絡設備の予備機保有台数と考え

方
○ ○

参考2 機能ごとに必要な通信連絡設備 参考2. 機能ごとに必要な通信連絡設備 ○ ○

参考3 携行型通話装置等の使用方法及び使用場所 参考3. 携行型通話装置等の使用方法及び使用場所 ○ ○

参考4 加入電話システムの構成 参考7. 加入電話システムの構成 ○ ○

参考5 緊急時対策所におけるSPDS 表示装置 参考4. 緊急時対策所のデータ表示端末 ○ ○

参考6 安全パラメータ表示システム(SPDS)のデータ伝送概要と確認できるパラメータ 参考5. データ収集計算機バックアップラインで確認できるパラメータリスト ○ ○

参考7 過去のプラントパラメータ閲覧について 参考5. データ収集計算機バックアップラインで確認できるパラメータリスト ○ ○

参考8 緊急時対策所の通信連絡設備に係る耐震措置について 参考8. 緊急時対策所のデータ表示及びＥＲＳＳ伝送機能に係る耐震性 ○ ○

参考8 緊急時対策所の通信連絡設備に係る耐震措置について 参考9. 緊急時対策所の通信設備の耐震措置一覧 ○ ○

参考9 緊急時対策所における通信連絡設備の電源について 参考6. 緊急時対策所の通信連絡設備電源 ○ ○

参考10 緊急時対策所の充電器及び通信用電源装置（蓄電池）の仕様について 参考6. 緊急時対策所の通信連絡設備電源 ○ ○

参考11 多様性を確保した通信回線の容量について 2.2 表１に記載 ○ ○

参考12 主要な通信連絡設備の配置について 参考1. 通信連絡設備の一覧 ○ ○

参考13 協力会社との通信連絡 参考2. 機能ごとに必要な通信連絡設備 ○ ○

参考14 公的機関等の情報を入手するための設備 △→〇 ×→〇 他条文の読み込み→当該条文で書き下し

参考10. 設計基準事故対処設備における点検頻度 〇 〇

参考11. データ伝送設備（発電所内、発電所外）の設備分類 〇 〇

参考13. 通信連絡設備の使用目的と指揮命令および連絡体制（使用する通信連絡設

備）
〇 〇

比較表を作成していない理由

参考1 通信連絡設備の一覧

プラント
まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由女川 泊
まとめ資料の作成を不要とした理由

泊３号炉 作成状況



３５条 通信連絡設備

本文 参考資料

別添資料
（別添）

※（）書きは泊と女川で資料名が異なる場合の女川の資料名称
破線の四角は泊になく、女川にしかない資料

資料構成 資料概要 比較表を作成していない理由

本文

設置変更許可申請書本文及び添付書類八に記
載する内容を記載した資料
基準適合性を確認する上で必要となる評価方
針及び評価内容をまとめた資料

参考資料 設備の仕様等を説明した資料

別添資料 運用、手順を説明した資料

泊３号炉 比較表の作成範囲

泊3号作成範囲

女川2号作成範囲

比較表作成範囲
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